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2026年7月24日 

報道関係者各位 

国立民族学博物館特別展・令和８年度アイヌ工芸品展 

「沙流川に生きる ——サルンクㇽの近代  

Nupursar kotan ta: sinrit orwano tan te pakno」 

Special Exhibition “Living along the Saru RiverーAinu Lives from Ancestral Times to the Present”        

2026 年 9 月 25 日(金) ～ 12 月 15 日(火) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示概要  

日高山脈に源を発し太平洋に注ぐ沙流
さ る

川の流域では、古くから多くのアイヌ民族が暮らし、現在まで歴史

を刻んできました。本展では、この流域で集められた工芸品のなかから、作り手・使い手が明らかなものを

写真・文書・子孫の言葉とともに紹介します。そうすることで、近代以降の急激な変化のなかを生きてきた

人びとの姿を照らし出し、現代を生きる人びとへのつながりをたどります。 
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本展の見どころ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料点数 約 330 点  

１．「アイヌ工芸品」を歴史につなぎなおす 

公益財団法人アイヌ民族文化財団（旧：アイヌ文化振興・研

究推進機構）が 1997 年度から毎年北海道内外で開催してきた

「アイヌ工芸品展」では、“もの”そのものや収集者が着目され

ることは多くありましたが、ものを作り・使用した人びとや当

時の社会状況の踏み込んだ説明がなされることは稀でした。

集められた側の歩みを重ね合わせていくことで、ものが単な

る標本ではなく、苦難の中を生きた一人一人の生の証として

見る者に伝わることを期待します。 

 

 

 
２．みずからの文化を語り・書き・作り残した二谷国松

（1888-1960） 

第Ⅱ〜Ⅲ章で戦前戦後をとおして紹介する二谷国松はアイ

ヌ文化の伝承者として知られ、とくに信仰に関する豊富な知識

は沙流川流域随一と言われた人物です。二谷の写真や手稿とと

もに彼が作った･使ったものを展示します。また、1950 年には

東京にあった日本民族学協会附属民族学博物館の野外展示と

してアイヌの家屋を建設し、そのときの儀礼のようすも再現し

ます。 

 

 ３．萱野茂（1926-2006）とみんぱく 

1979 年に公開された「アイヌの文化」展示場の伝統的な家屋

（チセ）は、萱野茂を中心とする平取町二風谷の人びとの手で建

てられました。また、1993 年の国際先住民年にみんぱくで開催

された企画展「アイヌモシリ—民族文様から見たアイヌの世界」

では、アイヌ語のメッセージを寄せました。萱野はアイヌ民族初

の国会議員として政治活動やアイヌ語の復興および関連著作で

よく知られていますが、民具の再生や伝承にも大きな貢献をし

たことなどを紹介します。 

 

 

 

 

1934（昭和 9）年に平取町紫雲古津で撮影さ

れた写真（北海道博物館所蔵）。後列右から

2 番目の女性の衣服（北海道大学北方生物圏

フィールド科学センター植物園所蔵） 

1950（昭和 25）年に東京での展示のために

建てられたアイヌの家屋 

撮影：宮本馨太郎 

原版所有：一般財団法人 宮本記念財団 

みんぱくの「アイヌの文化」展示場の家屋建設

前の儀礼のようす（国立民族学博物館所蔵） 
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展示構成 

■１階 

・序 

アイヌラックㇽ降臨の地 サルンクㇽの創世神話 

  「アイヌ工芸品」を歴史につなぎなおす    

・第Ⅰ章：奪われた大地で 

包摂
ほうせつ

と排除の中を生きる ——19 世紀後半のサルンクㇽの状況 

ペンリウクの近代 

産業としての工芸 

・第Ⅱ章：「堅実なる道程」を求めて 

「北海道旧土人保護法」のもとで生きる   

みずからの文化を「見せる」 

みずからの文化を「語り残す」・「書き残す」 

苦難のなかで——疫病・戦争 

・第Ⅲ章：「おのおのが信じた路」を歩む 

みずからの文化を残す 

・東京の博物館にアイヌ家屋を建てる 二谷国松と兄弟 

・口承文芸と祈り詞の筆録 鍋沢元蔵 

観光地ではたらく 

工芸に生きる 

アイヌ文化資料館の建設 

萱野茂の仕事 

文学と言論活動   

沙流川に生きた樺太アイヌ 

■２階 

みんぱくと沙流川の人びと（国立民族学博物館と平取のアイヌ文化継承者） 

萱野茂とみんぱくの展示 

チㇷ゚サンケ（舟おろし祭り） 

二風谷のアットゥㇱとイタ 

二風谷の工芸 

平村ペンリウク（『The Ainu of Japan』1895

より／北海道博物館所蔵）と捧酒箸 

（平取町立二風谷アイヌ文化博物館所蔵） 

家屋建設前の儀礼をおこなう二谷国松 

1950 年 東京 宮本馨太郎撮影 

（一般財団法人 宮本記念財団所蔵） 
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関連イベント 

※下記イベントのほか、ワークショップの開催を予定しています。 

申込み方法や詳細につきましては、みんぱくウェブサイトをご確認ください。 

 

みんぱくゼミナール 

「沙流川からアイヌ史を考える——写真・工芸・展示のはざまで」 

会 場 みんぱくインテリジェントホール(講堂)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左上：新泉社提供 右上：岩波書店提供 

下：本特別展図録) 

日 時 10月17日(土)13:30〜15:00(13:00開場) 

講 師 大坂拓（北海道博物館 学芸主査） 

マーク・ウィンチェスター（国立民族学博物館 助教） 

定    員 400名 

参加方法 当日参加申込制／参加無料（展示をご覧になる方は展示

観覧券が必要） 

内 容 沙流川流域の写真や工芸品、作り手・使い手の物語を手が

かりに、アイヌの歴史をどのように書き、展示し、伝える

ことができるのかを考えます。 

 

「沙流川のほとりでの縁を大事にする」 

会 場 みんぱくインテリジェントホール(講堂)  

 

 

 

 

 

 

 

沙流川で行われるチㇷ゚サンケ 

(舟おろし祭り) 2020年 長田佳宏撮影 

日 時 11月21日(土) 13:30〜15:00(13:00開場) 

講 師 長田佳宏（平取町立二風谷アイヌ文化博物館 館長） 

齋藤玲子（国立民族学博物館 准教授） 

定    員 400名 

参加方法 当日参加申込制／参加無料（展示をご覧になる方は展示

観覧券が必要） 

内 容 2026 年はアイヌ工芸品展や萱野茂生誕 100 年などの縁

で、平取町に関連する多くの事業が展開されています。本

年の取り組みを紹介するとともに、サルンクㇽの‟縁”に

ついて改めて考えてみます。 
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みんぱくウィークエンド・サロン＋（プラス）ー研究者と話そう 

研究者が展示や研究についてお話しします。 

 

「沙流川の人びととみんぱく」 

 

 

みんぱく映画会 

「Ainu｜ひと」 

会 場 本館2階第5セミナー室  

 

 

 

 

上映作品「Ainu｜ひと」 

©GARA FILMS INC. 

 

日 時 11月14日(土)  ※１日2回開催 

①10:30〜12:20 (10:00開場) ②14:00〜15:50 (13:30開場) 

司 会 野口泰弥（国立民族学博物館 助教） 

解 説 齋藤玲子（国立民族学博物館 准教授） 

定    員 各回 90名 

参加方法  事前申込制（先着順）／参加無料（展示をご覧になる方は展示

観覧券が必要） 

内 容 北海道の日高山脈から太平洋に流れる沙流川流域の平取町には、多くのアイヌ民族が暮らしてい

ます。明治政府が同化政策と開拓を進めた結果、伝統的なアイヌ文化は急速な衰退を余儀なくされ

ましたが、この町ではアイヌ文化の継承が続けられてきました。差別と貧乏を経験した人、伝統的

な縫物を作る人、祖母のカムイユカㇻ(口承文芸)を聞き覚えている人、イオマンテ(熊送り)などの

儀礼を幼少期に見聞きした人。文化伝承のために地域のリーダーとして活動し、生き証人でもある

４人の「Ainu＝ひと」の姿を描きます。 

 

 

会 場 本館展示場（ナビひろば）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チセ（伝統家屋）を建てる平取町の人

たち 1979年 

（国立民族学博物館所蔵） 

日 時 10月25日(日)14:30〜15:00 

講  師 齋藤玲子（国立民族学博物館 准教授） 

定    員 なし（ご自由に参加いただけます） 

参加方法 要展示観覧券（一般780円、特別展をご覧になる場合は一般

1,200円）※イベント参加費は不要 

内 容 北海道の沙流川流域は、多くのアイヌ民族が暮らし、文化活動

が盛んです。1979年公開の「アイヌの文化」展示場にあるチ

セ（伝統家屋）は、この地域の故・萱野茂さん（研究者、元・

国会議員）たちが復元したものです。展示や行事に協力いただ

いた同地の人たちについて紹介します。 

 



 

6 

 

「民族文化映像研究所と萱野茂――初期作品を振り返る」 

「アイヌの結婚式」 

「チセアカㇻ 〜われらいえをつくる〜」 

会 場 みんぱくインテリジェントホール（講堂）  

 

 

 

 

 

「チセアカㇻ」の一場面  

© GROUP GENDAI 

日 時 12月12日(土)13:30〜16:00(12:30開場) 

司 会 齋藤玲子（国立民族学博物館 准教授） 

解 説 萱野志朗（萱野茂二風谷アイヌ資料館 館長） 

定    員 350名 

参加方法  事前申込制（先着順）／要展示観覧券（一般780円、特別展をご

覧になる場合は一般1,200円）※イベント参加費は不要 

内 容 「アイヌの結婚式」 1971年 

アイヌの伝統的な結婚式がおこなわれなくなって70〜80年が経った1971年、新婦の希望をかなえ

るため、萱野茂たちは子どもの頃に聞いたウウェペケㇾやユカㇻなどの伝承から昔ながらの結婚

式を再現しました。 

1972年東京教育映画コンクール奨励賞／イタリア・ポポリ映画祭入賞 

「チセアカㇻ ～われらいえをつくる～」 1974年 

アイヌの伝統的な住居であるチセも完全になくなっていましたが、「アイヌの結婚式」の翌1972

年、萱野茂たちは伝統的な方法で家造りをおこない、それを記録映画としました。 

1974年キネマ旬報文化映画ベストテン／1974年東京都教育映画コンクール銀賞 

 

研究公演 

 「沙流川流域に伝わるアイヌ民族の舞踊と口承文芸」 

会 場 みんぱくインテリジェントホール（講堂）  

 

 

 

 

 

 

日 時 11月28日(土)  ※1日2回開催 

①11:00〜12:30 (10:15開場) ②14:30〜16:00 (13:45開場) 

出 演 平取アイヌ文化保存会、平取町二風谷アイヌ語教室・大人の部 

解 説 宇南山嘉宣（平取アイヌ協会会長）、長野環（平取アイヌ文化保

存会会長）、原田啓介（平取町二風谷アイヌ語教室会員）  

司 会 齋藤玲子（国立民族学博物館 准教授）  

定    員 各回 250名 

参加方法  事前申込制（先着順）／要展示観覧券（一般780円、特別展をご

覧になる場合は一般1,200円）※イベント参加費は不要 

 

内 容 北海道内でもとくに伝承活動の盛んな平取町から演者を招 聘
しょうへい

して、古式舞踊と口承文芸の公演を

おこない、特別展の理解を深めていただきます。 

平取アイヌ文化保存会は、調査や学習会をとおして、演目を保持し、増やしています。平取町二

風谷アイヌ語教室・大人の部では幅広い年齢層が学んでおり、これまでのアイヌ語弁論大会でも

入賞者を多数輩出しています。また、両団体ともに公益財団法人アイヌ民族文化財団のアイヌ文

化奨励賞（団体）を初期に受賞しています。 

そのすぐれたパフォーマンスと豊富な演目を楽しんでください。 

2025年の「ミンパク オッタ カムイ

ノミ」での舞踊のようす 
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カムイノミ 

 「ミンパク オッタ カムイノミ（みんぱくでのカムイノミ）」 

 

会 場 本館玄関前広場 

（雨天時は演舞のみ本館１階エントランスホール） 

 

 

 

 

 

 

 

2025年の「ミンパク オッタ カムイノ

ミ」のようす 

 

日 時 11月27日(金) 10:30〜11:50 

執 行 平取アイヌ協会、平取アイヌ文化保存会 

参加方法  一般公開（参加無料）、事前申込不要 

内 容 当館が所蔵するアイヌの標本資料の安全な保管と後世への確実

な伝承のために、平取アイヌ協会および平取アイヌ文化保存会

の協力をえて、祈りの儀礼（カムイノミ）とアイヌ古式舞踊の

演舞をおこないます。 

 

 

友の会講演会 

「東京でアイヌ家屋を建てたサルンクㇽ」 

会   場 本館2階第5セミナー室  

 

 

 

屋根の煙出し部分を組む二谷三兄弟 

1950年 撮影：宮本馨太郎 

原版所有：一般財団法人宮本記念財団 

 

日   時 10月3日(土)13:30〜15:00（13:00開場） 

講   師 齋藤玲子（国立民族学博物館 准教授） 

内   容 戦後まもない昭和 25 年、東京都保谷町（現・西東京市）にあっ

た日本民族学協会附属民族学博物館の野外展示として、平取町

二風谷の二谷国松たちは伝統的な家屋・チセを建てました。そ

のときの資材や儀礼具の一部は、みんぱくに収蔵されています。

依頼された二谷国松はどのような人だったのか、残された資料

の活用を含めてお話しします。 

定   員 70名 

参 加 方 法 ① 会場参加（第5セミナー室） 

② オンライン（ライブ配信）参加 ※会員限定 

・会場、オンライン配信ともに事前申込制（先着順）。 

・友の会会員：無料、一般：500円。 

※講演会終了後、特別展の見学会をおこないます。 

（要会員証または特別展示観覧券：1,200円） 

問い合わせ 国立民族学博物館友の会(公益財団法人 千里文化財団) 

電話 06-6877-8893 
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開催概要 

実行委員長 齋藤 玲子 (さいとう れいこ) 

 

 

   

 

実行委員 

大坂 拓（北海道博物館 学芸主査）＊アイヌ工芸品展企画委員長 

長田 佳宏（平取町立二風谷アイヌ文化博物館 館長） 

北原 モコットゥナㇱ（北海道大学 アイヌ・先住民研究センター 教授） 

マーク・ウィンチェスター（国立民族学博物館 助教） 

山崎 幸治（北海道大学 アイヌ・先住民研究センター長 教授） 

吉川 佳見（北海道博物館 研究主査） 

伊藤 敦規（国立民族学博物館 准教授） 

野口 泰弥（国立民族学博物館 助教） 

 

[お問い合わせ] 国立民族学博物館 総務課 広報係 

Tel:06-6878-8560(直通)   Fax:06-6875-0401   Mail: 

展 覧 会 名 国立民族学博物館特別展・令和8年度アイヌ工芸品展「沙流川に生きる ——サルンクㇽの

近代 Nupursar kotan ta: sinrit orwano tan te pakno」 

会    場 国立民族学博物館 特別展示館(大阪府吹田市千里万博公園10-1) 

会    期 2026年9月25日(金) 〜 12月15日(火)  

開 館 時 間 10:00〜17:00 (入館は16:30まで) 

休  館  日 水曜日 

観  覧  料 一般 1,200円(810円)、大学生 600円(340円)、高校生以下無料 

※本館展示もご覧いただけます。※入館当日はチケット半券で再入場できます。 

＊( )内は、20名以上の団体、大学等(短大・大学・大学院・専修学校の専門課程)の授業で

ご利用の方、3ヵ月以内のリピーター、満65歳以上の方（一般料金）の割引料金（要証明書

等）。 

＊障がい者手帳をお持ちの方は、付添者1名とともに、無料で観覧できます。 

主   催 国立民族学博物館、公益財団法人アイヌ民族文化財団、北海道博物館 

協 力 萱野茂二風谷アイヌ資料館、平取町立二風谷アイヌ文化博物館、沙流川歴史館、平取町 

アイヌ文化振興公社、北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園、市立函館 

博物館、国立アイヌ民族博物館、北海道立文書館、函館市中央図書館、北海道大学附属 

図書館、北海道立図書館、一般財団法人宮本記念財団、日高町立門別図書館郷土資料館、 

貝沢民芸、平取アイヌ協会、平取アイヌ文化保存会、平取町二風谷アイヌ語教室、 

公益財団法人千里文化財団 

後 援 公益社団法人北海道アイヌ協会、国土交通省、北海道教育委員会 

｜｜文化庁・北海道補助事業｜ 

国立民族学博物館学術資源研究開発センター・総合研究大学院大学 准教授。 

北海道立北方民族博物館学芸員を経て、2011 年よりみんぱく。アイヌ民族をは

じめ北方地域先住民の物質文化、工芸と観光の関わり、博物館のコレクション

史などに関心がある。 
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プレス向けウェブサイト www.minpaku.ac.jp/press 



 

 

国立民族学博物館特別展・令和 8年度アイヌ工芸品展 
「沙流川に生きる ——サルンクㇽの近代  

  Nupursar kotan ta: sinrit orwano tan te pakno」 
広報用画像リスト 

 
  

【１】特別展チラシ 【２】衣服（平取町立二風谷アイヌ文化博物館所蔵） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【３】衣服（平取町立二風谷アイヌ文化博物館所蔵） 【４】家屋建設前の儀礼をおこなう二谷国松 (1950 年 東京 

撮影：宮本馨太郎  一般財団法人 宮本記念財団所蔵） 

 

   

【５】みんぱくの「アイヌの文化」展示場で建設前の儀礼を

おこなう萱野茂たち（1979 年） 
【６】彫像を制作する貝澤守幸 

（1970 年代 平取町二風谷 貝澤雪子所蔵） 



 

 

 
  

【７】貝澤守幸が制作した彫像 【８】沙流川の流れ（2025 年 長田佳宏撮影） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これらの広報画像はデータにて提供可能です。 
ご入り用の画像があれば、総務課 広報係まで次頁申込用紙にてお申し込みください。 
資料名につきましては、展示場での表記と異なる場合がございます。 



 

 

特別展・令和８年度アイヌ工芸品展 
  「沙流川に生きる ——サルンクㇽの近代  

    Nupursar kotan ta: sinrit orwano tan te pakno」 
広報用画像 利用申込用紙 

【ご希望の画像番号】 
  

【貴社・貴機関について】 
貴社・貴機関名 媒体名 

ご担当者名 所属部署 

所在地 〒 

電話番号  E-mail 

ご掲載・放映の予定日           年     月     日 

 

【プレゼント用招待券】（ご希望の場合はどちらかにチェックを入れてください） 
 

□ ３組６枚   □ ５組 10枚 
 

 
※チケット発送先が上記所在地と異なる場合は、下記にご記入ください。 

 

発送先 〒 
 

 
【申込先】 

E-mail                    または Fax 06－6875－0401 
 
 
【広報に関するお願い】 
 
 ■ 写真使用に関するお願い、注意事項 
   ・クレジットには次のとおり記載してください。 

【２】【３】平取町立二風谷アイヌ文化博物館所蔵 【４】撮影：宮本馨太郎、一般財団法人 宮本記念財団所蔵 

【５】【７】国立民族学博物館所蔵 【６】貝澤雪子所蔵 【８】長田佳宏撮影 

   ・写真（画像）の過度なトリミングや改変、文字乗せはご遠慮ください。 
   ・作品写真の使用目的は、本展の紹介のみとさせていただきます。なお、本展覧会終了後の使用はできませんのでご了承ください。 
 
 ■ 本館の基本情報等の確認のため、E-mailまたは Fax にて、掲載記事、番組内容の原稿等を下記連絡先までお送り願います。 
 ■ お手数ですが、掲載紙・誌または録画媒体を２部お送りください。 

 
【お問い合わせ・送付先】 

  国立民族学博物館 総務課広報係 〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園 10-1 

  Tel：06-6878-8560（直通） Fax：06-6875-0401  E-mail： 
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